
学校評価の結果 
令和３年１月 

江戸川区立南葛西中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年１２月～令和３年１月に保護者・地域の方にアンケートを実施しました。 

 

【結果からの考察】 

○「学校が楽しいと感じている」「授業がわかりやすい」と感じている生徒は、昨年と同様の割合になっ

ている。 

○家庭でのインターネットの普及率が高くなっており、調べ学習を家庭中心に行うことができている。今

年度、在宅ワークなど働き方の変化が大きいためと考える。 

○「計画的に学習をおこなうことができている」生徒が昨年度よりも数ポイント多い。定期考査前だけで

はなく、日常生活から計画的に学習に取り組むように家庭・学校共に指導を行っていかなければならな

い。学校での補習の時間もさらに増やしていきたい。 

○読書に親しんでいると感じている保護者が昨年度と同様に５０％弱となっている。若干上昇傾向があ

った。学校では毎日１０分読書の時間を設けている。引き続き、総合的な学習の時間や特別活動を利用

し、読書に親しむ時間を設けながら、読書科を推進している。 

○学校が保護者に十分に連絡を行い、学校・学年からの連絡を学年だよりやＨＰなどを利用しながら、広

く告知している。また、家庭から相談があった時だけではなく、生徒の様子を家庭に連絡をしながら、

連絡・連携・協力体制を取るようにしている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


